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【
う
ら
へ
続
く
】

　

西
日
本
豪
雨
。
死
者

１
９
７
人
、
行
方
不
明

者
37
人
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
14
日
現

在
）。「
毎
日
死
者
、
不
明

　

安
倍
政
権
は
３
日
、「
第

５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
前
回
計
画
を
踏
襲
し

て
原
発
を
「
基
幹
電
源
」

と
明
記
し
、
２
０
３
０
年

度
の
原
発
の
比
率
を
20
〜

22
％
と
す
る
も
の
で
、
老

朽
原
発
も
再
稼
働
し
、
建

設
中
の
原
発
も
稼
働
さ
せ

ま
す
。
ま
た
高
速
増
殖
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
破
た
ん

が
明
ら
か
な
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
政
策
を
進
め
る
計
画

で
す
。

　

原
発
は
ひ
と
た
び
事
故

が
起
き
れ
ば
、
そ
の
被
害

が
空
間
的
に
も
時
間
的
に

も
広
が
る「
異
質
な
危
険
」

を
持
ち
、
処
理
コ
ス
ト
も

膨
大
で
す
。
原
発
依
存
に

逆
戻
り
す
る
道
理
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く

増
え
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
脱
石

炭
の
流
れ
も
加
速
し
て
い

ま
す
。
少
な
く
な
い
国
や

地
域
が
30
年
度
に
40
〜
50

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
閣
議
決
定

原
発
に
固
執
・
推
進
を
明
記

 

民
意
を
無
視
し
世
界
の
流
れ
に
逆
行

％
の
再
生
エ
ネ
導
入
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
は
22
〜
24
％
の
低
目
標

で
、
世
界
か
ら
水
を
あ
け

ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

原
発
ゼ
ロ
と
再
生
エ
ネ

の
飛
躍
的
拡
大
を
求
め
る

国
民
多
数
の
声
に
逆
ら
う

安
倍
政
権
の
姿
は
あ
ま
り

に
も
異
常
で
す
。
市
民
と

野
党
の
力
を
合
わ
せ
「
原

発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
の
制

定
、
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

者
が
増
え
、
未
だ
全
容
が

つ
か
め
て
い
な
い
」「
河

川
の
氾
濫
と
と
も
に
土
砂

崩
れ
や
た
め
池
の
決
壊
な

ど
が
多
く
あ
っ
た
」「
猛

暑
の
中
、
懸
命
の
捜
索
・

救
援
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
」「
イ
ン
フ
ラ
で
は

断
水
し
て
い
る
被
災
地
が

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

豪
雨
災
害

日
本
共
産
党
が
対
策
本
部
を
設
置

　

日
本
共
産
党
国

会
議
員
団
は
６
日
、

小
池
昭
書
記
局
長

を
本
部
長
と
す
る

「
２
０
１
８
年
７
月

豪
雨
対
策
本
部
」
を

立
ち
上
げ
、
地
方
議

員
、
地
方
組
織
と
と

も
に
被
災
地
の
実
態

調
査
、
被
災
者
支
援

に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

た
。

　

榎
木
氏
（
科
学
技
術
政

策
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
）
は
、

日
本
の
研
究
力
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た

２
０
１
８
年
科
学
技
術
白

書
の
内
容
を
紹
介
。
研
究

費
を
過
度
の
「
選
択
と
集

中
」
か
ら
基
盤
的
研
究
の

た
め
に
配
分
す
る
こ
と
、

任
期
付
き
雇
用
の
研
究
者

を
安
定
雇
用
に
変
え
て
い

く
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
科
学
技

術
政
策
や
独
立
行
政
法
人

制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
の
日
本
の
科
学

技
術
と
国
立
試
験
研
究
機

関
の
発
展
に
向
け
た
提
言

(

案)

の
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

境
放
射
能
研
究
所
教
授
）

は
、
福
島
原
発
か
ら
の
放

射
性
物
質
の
放
出
が
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
経
験
を
語
り
、

国
の
研
究
機
関
に
は
「
政

治
か
ら
の
独
立
」「
金
も

う
け
か
ら
の
独
立
」
が
求

め
ら
れ
る
と
強
調
し
ま
し

　
「
国
立
試
験
研
究
機
関

の
現
在
と
未
来
ー
日
本
の

科
学
技
術
の
衰
退
を
止
め

ら
れ
る
か
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
交
流
集
会
が
６
月
29

日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で

開
か
れ
、
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

青
山
氏
（
福
島
大
学
環

「
日
本
の
科
学
技
術
の
衰
退
を
止
め
ら
れ
る
か
」

　
　
　

  

研
究
者
が
議
論
交
わ
す
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

と
り
わ
け
深
刻
だ
」「
避

難
先
の
体
育
館
な
ど
に
冷

房
が
な
く
、
体
調
を
崩
す

人
が
出
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

11
日
、
安
倍
首
相
が
初

め
て
被
災
地
を
視
察
。「
政

府
の
対
応
が
遅
い
」「
豪

雨
被
害
の
危
険
性
が
高
ま

る
５
日
夜
、
安
倍
首
相
は

自
民
党
議
員
ら
と
宴
会
を

し
て
い
た
。
と
ん
で
も
な

い
話
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
・
与
党
が
参
院
委

員
会
で
カ
ジ
ノ
法
案
の
審

議
入
り
強
行
。「
災
害
よ

り
賭
博
の
議
論
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

タ
イ
洞
窟
に
閉
じ
込

真
っ
先
に
犠
牲
に
な
っ
た

ダ
イ
バ
ー
の
供
養
に
行
き

た
い
と
言
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
産
で
ま
た
不
正
発
覚

（
９
日
）。「
新
車
出
荷
前

の
排
気
ガ
ス
測
定
で
定
め

ら
れ
た
試
験
条
件
を
満
た

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
測

定
値
を
改
ざ
ん
し
た
」「
日

産
は
昨
年
秋
、
無
資
格

者
に
よ
る
完
成
車
の
検
査

不
正
が
発
覚
し
た
ば
か
り

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

俳
優
の
加
藤
剛
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た（
80
歳
）。「
人

情
味
溢
れ
る
江
戸
町
奉
行

を
演
じ
た
大
岡
越
前
は
30

年
間
も
放
送
さ
れ
た
」「
反

戦
平
和
を
訴
え
続
け
た
」

「
俳
優
座
９
条
の
会
の
呼

び
か
け
人
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

テ
ニ
ス
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド

ン
、錦
織
圭
選
手
が
８
強
。

「
23
年
ぶ
り
に
松
岡
修
造

氏
に
並
ん
だ
」「
準
々
決

勝
で
は
ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
に

敗
れ
た
」

　

米
国
が
核
兵
器
を
配

備
す
る
欧
州
４
カ
国
の

国
民
に
対
し
て
、
核
兵
器

廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（ICA
N

）
が
世
論
調
査

を
実
施
し
、
７
日
発
表
し

ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
の
国
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
す
べ

き
と
考
え
ま
す
か
」
と
の

問
い
に
、
４
カ
国
の
国
民

の
多
数
が「
署
名
す
べ
き
」

　　核兵器禁止条約

米が配備の欧州４カ国
「署名すべきだ」が国民多数

　

６
月
29
日
ま
で
に
公
表

さ
れ
た
３
月
期
決
算
上
場

企
業
の
有
価
証
券
報
告
書

か
ら
集
計
（「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
調
査
）
し
た
と
こ

ろ
、
17
年
度
に
１
億
円
以

上
の
報
酬
を
得
た
役
員
が

５
３
０
人
を
超
え
、
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

１
億
円
以
上
の
役
員

が
急
増
し
た
の
は
日
立
製

作
所
で
、
前
年
度
の
７
人

か
ら
18
人
へ
と
２
倍
以
上

に
。
最
も
多
か
っ
た
の
は

大
企
業
役
員
報
酬
１
億
円
以
上

５
０
０
人
超
え

　

低
迷
す
る
労
働
者
の
実
質
賃
金
と
は
対
照
的

と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
「
米
国
の
核
兵
器

を
自
国
か
ら
撤
去
さ
れ
る

べ
き
」
と
の
問
い
に
も
多

く
の
国
民
が
撤
去
を
求
め

ま
し
た
（
図
）。

三
菱
電
機
の
22
人
。

４
年
連
続
で
20
人
以

上
で
し
た
。

役
員
報
酬
額
が

も
っ
と
も
多
か
っ

た
の
は
ソ
ニ
ー
の
平

井
一
夫
前
社
長
で
27

億
１
３
０
０
万
円

（
う
ち
退
職
金
約
12

億
円
）
で
し
た
。

　

大
企
業
の
役
員
た

ち
が
高
額
報
酬
を
受

け
取
る
一
方
、
労
働

　

九
州
大
学
の
宇
都
宮
聡

准
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム

が
、
福
島
第
１
原
発
事
故

で
飛
散
し
た
高
濃
度
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
含
有
微
粒
子

（
セ
シ
ウ
ム
ボ
ー
ル
）
が

環
境
中
に
ど
れ
だ
け
存
在

す
る
か
を
分
析
で
き
る
簡

易
定
量
法
を
開
発
し
ま
し

た
。
筑
波
大
学
、
東
京
工

大
、
米
英
仏
の
大
学
と
の

共
同
研
究
で
す
。

　

事
故
で
放
出
さ
れ
た
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
に
は
、
水

に
溶
け
や
す
い
形
態
と
、

溶
け
に
く
い
ガ
ラ
ス
質
の

セ
シ
ウ
ム
ボ
ー
ル
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
セ
シ
ウ

ム
ボ
ー
ル
は
数
ミ
ク
ロ
ン

程
度
と
小
さ
い
が
、
非
常

に
高
い
放
射
能
密
度
で
あ

り
、
そ
の
性
質
を
分
別
に

利
用
し
ま
し
た
。
放
射
性

物
質
を
可
視
化
す
る
「
オ

ー
ト
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
」
を
使
っ
て
粒
子
の
放

射
能
を
測
定
し
て
、
セ
シ

ウ
ム
ボ
ー
ル
と
判
別
で
き

る
「
し
き
い
値
」
を
確
立

し
ま
し
た
。

　

実
際
に
福
島
の
土
壌
で

測
定
し
た
と
こ
ろ
、
土
壌

の
放
射
能
の
８
〜
38
％
が

セ
シ
ウ
ム
ボ
ー
ル
に
よ
る

こ
と
、
セ
シ
ウ
ム
ボ
ー
ル

が
最
大
で
１
グ
ラ
ム
当
た

り
１
０
２
０
個
存
在
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

九大など
セシウムボール定量法を開発
　　　福島原発から飛散
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者
の
実
質
賃
金
が
低
迷
を

続
け
て
い
ま
す
。

め
ら
れ
た
13
人
全
員
救
出

（
10
日
）。「
発
生
か
ら
18

日
目
の
全
員
無
事
生
還
は

奇
跡
だ
」「
救
出
に
は
タ

イ
内
外
の
潜
水
士
が
参
加

し
た
」「
少
年
１
人
に
潜

水
士
２
人
が
付
き
添
い
誘

導
し
た
」「
退
院
し
た
ら


